
連 載まいづるトピックス

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

の
平
成
29
年
度
運
用
実
績
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

《
情
報
公
開
制
度
》
行
政
文
書
の
開

示
請
求
件
数
は
29
件
（
28
年
度
は
23

件
）。
実
施
機
関
別
で
は
、
市
長
が

22
件
、
教
育
委
員
会
が
２
件
、
消
防

長
が
１
件
、
水
道
事
業
が
２
件
、
病

院
事
業
が
２
件
。
請
求
に
対
す
る
決

定
は
、
全
部
開
示
が
10
件
、
部
分
開

示
が
18
件
、不
存
在
が
１
件
。
な
お
、

部
分
開
示
な
ど
に
対
す
る
審
査
請
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
開
示
請
求
の
あ
っ
た
主
な
文
書
は

次
の
と
お
り
。（ 

）
内
は
担
当
部
署

▪
全
部
開
示
　
❖
検
査
業
務
の
仕
様

書
（
生
活
環
境
課
）
❖
指
定
管
理
施

設
に
係
る
事
業
報
告
書
（
地
域
づ
く

り
支
援
課
）
ほ
か

▪
部
分
開
示　
個
人
情
報
な
ど
を
除

き
開
示
❖
工
事
の
設
計
書（
土
木
課
、

経
営
企
画
課
な
ど
）
❖
傷
害
保
険
証

券
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
な
ど
）
ほ
か

▪
不
存
在　
不
作
成
の
た
め

❖
ガ
ス
取
扱
届
出
に
関
す
る
資
料

（
消
防
本
部
予
防
課
）

《
個
人
情
報
保
護
制
度
》
個
人
情
報

の
開
示
請
求
件
数
は
11
件
（
28
年
度

は
13
件
）。
実
施
機
関
別
で
は
、
市

長
が
10
件
（
住
民
票
写
し
等
請
求
書

な
ど
）、
教
育
委
員
会
が
１
件
（
児

童
生
徒
の
就
学
指
定
校
変
更
副
申

書
）。
請
求
に
対
す
る
決
定
は
、
全

部
開
示
が
６
件
、部
分
開
示
が
４
件
、

不
存
在
（
不
取
得
）
が
１
件
で
し
た
。

部
分
開
示
な
ど
に
対
す
る
審
査
請
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
個

人
情
報
の
訂
正
請
求
が
１
件
あ
り
、

部
分
訂
正
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
運
用
実
績
の
詳
細
は
、
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

《
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
ご
利
用
を
》　

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
本
館

１
階
ロ
ビ
ー
）
で
は
、
市
政
に
関
す

る
計
画
書
や
報
告
書
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す

（
コ
ピ
ー
可
。
有
料
）。

　
ま
た
、
行
政
文
書
や
自
己
情
報
の

開
示
請
求
な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
総
務
課
（
☎
66
・
１
０

４
４
）
へ
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
「
一
人

ひ
と
り
が
主
人
公 

み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
健
康
な
ま
ち
・
ま
い
づ
る
」
を

基
本
理
念
に
、
健
康
増
進
計
画
（
計

画
期
間
は
平
成
25
～
34
年
度
）
を
策

定
し
、
市
民
の
健
康
で
豊
か
な
生
活

の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
中
間
年
を
迎
え
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
食

育
推
進
計
画
の
内
容
を
盛
り
込
む
な

ど
計
画
後
半
の
取
り
組
み
を
見
直

し
、
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
（
子
ど
も
世

代
、
働
き
ざ
か
り
世
代
、
高
齢
者
世

代
）
に
応
じ
、食
生
活
や
生
活
習
慣
、

運
動
、
歯
・
口
腔
の
健
康
、
健
康
管

理
な
ど
の
目
標
を
設
定
。
ま
た
、
市

民
、
地
域
社
会
お
よ
び
行
政
の
役
割

を
明
確
に
し
、「
市
民
一
人
ひ
と
り

が
健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ
、
安
心

し
て
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
（
舞
鶴
版
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ

ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
）」
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　

同
計
画
改
訂
の
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
（
☎

65
・
０
０
６
５
）
へ
。

健康増進計画の概要

基本方針

❖ライフステージに着目した健康づくりの推進
❖子どもが安心して健やかに成長、発達するための、妊娠期からの切れ目ない支援
❖生活習慣病の予防、介護予防などによる健康寿命の延伸に向けた取り組みの推進
❖全ての市民が健康に暮らすためのまちづくりの推進

重点施策の
方向性

❖妊娠中から出産、子育て期の支援体制の充実
❖健やかな子どもの成長、発達のための健康づくりの推進
❖働きざかり世代からの運動、食生活及び歯・口腔の健康に関する生活習慣改善の推進
❖健（検）診受診率向上と生活習慣病の発症予防、重症化予防の徹底
❖身近な地域で取り組む介護予防の推進
❖身近な人と共に、楽しみながら取り組む健康づくりの推進
❖社会全体で市民の健康づくりを支援する環境整備
❖知らず知らず健康になるまちづくりの推進

健
康
増
進
計
画
を
改
訂

「
舞
鶴
版
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」
を
目
指
し
て

平
成
29
年
度
の
運
用
実
績
ま
と
ま
る

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
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親子のウオーキングイベント

子ども向けの歯みがき教室

高齢者向けの体操教室

　
市
議
会
で
は
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
勢
の
発
展
を
目
的
に
「
議
会
基

本
条
例
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
条
例
（
素
案
）
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
議
会
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市

民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
条
例
（
素
案
）
の
概
要
は
左
表

の
と
お
り
。

▪
提
出
方
法
　
様
式
は
自
由
。住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、「
舞

鶴
市
議
会
基
本
条
例
（
素
案
）
に
関

す
る
意
見
」
と
明
記
し
、
郵
送
か
持

議
会
基
本
条
例
（
素
案
）
に
対
す
る
意
見
募
集

市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
の
発
展
を
目
指
し
て

参
、
フ
ァ
ク
ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
で
議
会

事
務
局
へ
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭
で

の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
募
集
期
間
　
６
月
27
日
㈬
ま
で

▪
条
例
（
素
案
）
の
公
表
場
所
　
議

会
事
務
局
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、
加
佐
分
室
、
中
央・東・西・

南
公
民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・

西
図
書
館
。
市
（
市
議
会
）
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て

最
終
案
を
作
成
。
ま
た
、
意
見
の
概

要
と
意
見
に
対
す
る
市
議
会
の
考
え

方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す
（
氏
名
な

ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
（
☎

66・１
０
６
０
、ＦＡＸ
62
・
７
６
６
６
）へ
。

　
５
月
12
日
、
猪
崎
河
川
敷
運
動
広

場
（
福
知
山
市
）
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

旧
岡
田
上
小
学
校
を
サ
ブ
会
場
に
し

て
、
由
良
川
水
系
総
合
水
防
演
習
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
福
知
山
会
場
で
は
、
約
50
の
関
係

機
関
・
団
体
、
約
１
，
４
０
０
人
が

参
加
。
本
市
か
ら
は
、
加
佐
地
区
を

除
く
消
防
団
の
15
団
45
人
が
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
で
は
、
各
種

由
良
川
水
系
総
合
水
防
演
習
を
実
施

約
１
，
４
０
０
人
が
参
加

水
防
工
法
訓
練
、
救
出
・
救
助
訓
練
、

防
災
展
示
な
ど
を
実
施
。

　

舞
鶴
会
場
で
は
、
国
土
交
通
省
、

海
上
自
衛
隊
、
舞
鶴
警
察
署
、
加
佐

地
区
の
各
消
防
団
５
団
30
人
な
ど
の

防
災
関
係
機
関
と
加
佐
地
区
の
住
民

①

①建物の上の被災者の救助に向かう消防隊員（福知山会場）②土砂を覆う倒木の撤去をする自衛隊員（同会場）
③ヘリコプターによる救急搬送訓練（舞鶴会場）④排水ポンプ車稼働訓練（同会場）

②

③

④

舞鶴市議会基本条例（素案）の概要（主なもの）
議会と議員の活動の原則

【議会】
　①市民の多様な意見の把握と市政への反映
　②調査研究などによる政策の立案や提言
　③積極的な情報公開と説明責任の発揮
　④公正性・透明性の確保と行政の監視・評価
　⑤不断の改革による議会機能の向上

【議員】
　①市民全体の福祉の向上と市勢の発展
　②議員間の自由な討議と議決責任
　③不断の自己研さん
　④市民の代表としての品位の保持

市民と議会との関係

①本会議、委員会などの会議の原則公開と傍聴の促進
②多様な手段を用いた広報・広聴の充実
③市民と議員の意見交換の場
④公聴会制度と参考人制度の活用
⑤請願審査における請願者の説明機会

市長等と議会との関係

①市長等との適切な緊張関係
②質疑・質問における論点の明確化
③議決すべき事件の追加
④政策や計画等に関する市長等への説明要求

議会の機能強化

①学識経験者等の専門的知見の活用
②他の地方公共団体の議会との交流・連携
③委員会の専門性や特性を生かした調査研究等
④議会事務局の体制整備
⑤議会図書室の充実・活用
⑥議会活動に必要な予算の確保

の
皆
さ
ん
約
90
人
が
参
加
。
情
報
伝

達
訓
練
、
住
民
避
難
訓
練
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
急
搬
送
訓
練
、
ド

ロ
ー
ン
運
用
訓
練
、
排
水
ポ
ン
プ
車

稼
働
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

《
危
機
管
理
・
防
災
課
》
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